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1875（明治 ８）年  0歳 田宮冶助の四男として愛媛県に出生 
1890（明治 23）年 15歳 高等小学校卒業 
1892（明治 25）年 17歳 上阪 
1898（明治 31）年 23歳 井上かねと結婚 
1904（明治 37）年 29歳 鈴木商店入社 
1905（明治 38）年 30歳 神戸製鋼所支配人就任 
1911（明治 44）年 36歳 神戸製鋼所の株式会社化とともに取締役に就任 
1912（明治 45）年 37歳 妻かねとともにキリスト教の洗礼を受ける 
1913（大正 ２）年 38歳 大型（1200トン）プレスを導入 
1914（大正 ３）年 39歳 常務取締役就任 
1927（昭和 ２）年 52 歳 鈴木商店破綻、神戸製鋼は台湾銀行から派遣役員を受入れ、
田宮は専務取締役就任 
1930（昭和 ５）年 55歳 第二線材工場建設を決意、台湾銀行を説得 
1934（昭和 ９）年 59歳 社長就任、台銀系役員退任 
1935（昭和 10）年 60歳 高炉建設を計画、しかし実現せず 
1947（昭和 22）年 72歳 公職追放される 
1951（昭和 26）年 76歳 公職追放解除、相談役就任 
1959（昭和 34）年 83歳 高炉建設を見届けて死去 
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  白石元治郎略年譜 
1867（慶応 ３）年 0歳 榊原藩の下級武士・前山孫九郎次男として出生 
1882（明治 15）年 16歳 伯父・白石武兵衛の養子として入籍 
1892（明治 25）年 26歳 東京帝国大学法科大学校英法科卒業、浅野商店入社 
1895（明治 28）年 29歳 浅野総一郎次女萬子と結婚 
1896（明治 29）年 30歳 浅野が東洋汽船創設、白石は支配人に就任 
1903（明治 36）年 37歳 東洋汽船取締役（常勤）就任 
1910（明治 43）年 44歳 東洋汽船非常勤に 
1912（明治 45）年 46歳 日本鋼管創設、社長就任 
1921（大正 10）年 55歳 日本鋼管副社長に、社長に大川平三郎就任 
1933（昭和 ８）年 67歳 日本製鉄不参加を表明、高炉建設計画、認可申請書を提出 
1936（昭和 11）年 70歳 高炉建設認可、トーマス転炉建設を決定 
1937（昭和 12）年 71歳 日本鋼管社長に就任 
1940（昭和 15）年 74歳 鶴見製鉄造船を合併 
1942（昭和 17）年 76歳 日本鋼管会長に就任、社長に浅野良三（総一郎次男）就任 
1945（昭和 20）年 79歳 死去 
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 日本鋼管は大戦中の 1918年上期（17年 12月～18年５月）には売上高 1,055万円、利
益金 430万円をあげたが、これが 20年下期には売上高 566万円で、20万円の赤字、21年
































約 10 年後に結実したのである。第一次大戦期のピークである 18 年には５万トン弱だった












 日本鋼管は 1929年下期に 1,443万円あった売上高が、30年下期には 875万円に落ち込
み、この 30年下期と 31年上期にはそれぞれ 34万円、63万円の赤字を出すこととなり、
31年 11月には再度の減資により固定資産、損失金の償却を実施して経営の維持に努めた。 
 しかし 31 年末に政府が金輸出再禁止を実施したため円相場が下がったこと、また 31 年
９月に勃発した満州事変の影響で軍需が増大したことにより、鉄鋼生産も 32年上期から上





















































 1937（昭和 12）年 12月、社長の大川平三郎が死去し、白石は再度社長に就任した。 
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